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別出豚子宮運動に及ぼす諸種自律神経剤の影響に就て

第2報自律神経節遮断剤の影響
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　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　元欝rF用を暴するが，妊娠子窟では・1｝なに九齋作∫i担）み

　自律神経剤と呼ばれる諸剤のうち，主として師1童神　　を鼎すると述ぺ，次いでSUgimot。③はモルモットの

経宋梢に作用する薬物については策1報①に於て報倍　　　妊娠盗体子宮に対しては著しく昂進的に作用するが，

した。依つて今回は主として自葎神経節に作川する2，　　一般に易1撫子欝に対し”Cは認むぺき作用はないと漱

3の業剤について報告する。　　　　　　　　　　　　　い，又Okamot。④ほ犬，猫，家i冠，－z一ルーz一ツト，肉

　前報に於ても述べたように，易咄子宮に於ては現今　　　鼠の捌出『F密では常に抑｛｝辮麦尤奮されると述べてい

の知識を以てしては，腸管に於ける壁内神系獅の如き　る．2Vこ対L，松村⑤は獅鞭縮に於ては鋤を

自律神経節は見嵐し得ないものΣようであるが，自律　　　促進せしめないのみならず却って之を硝々徽弱ならし

神経節に作用すると見倣される薬物は，従来より知ら　　　めると云う。

れていたNicotineば別として近年発見若しくは合成　　　Ogata⑥は家薦の易1」出子営に於ては抑制に次ぐ尤奮

されたこれら諸剤の子宮作用に関する報告は甚だ少　　　作用を認め得たとゑい，H・lste⑦はモルモットの麿褥

い。而して，その臨床的応用面をみると，降月三剤とし　　子窩では極めて弱い寛奮作用を見ている。又下井⑧は

て本態性高皿旺症に用いられるは勿論のこと，我が領　　　家兎の捌1二ll子宮に対し少量及び中等」塾に於て，不妊子

域に於ては妊娠中毒症の治療剤として，また，麻酔剤　　　宮は一過性の抑制後冗奮を塁し，大韻二では妊，不妊に

としても広い適用面をもち，5L，節遮断効果にょり陣　　　拘らず常に充奮作用を塁すると述べている。

鰭懇諜捲購麗嘉灘　騨襯
験鰍みた嬬である。　　　　　　　比較欄く1°’7以下では作用がないが・1°－6では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軽度の一過性抑制作用を呈し，投与・により振幅は僅か

　　　　　　実験材料並びに実験方法　　　　　　　　　に減少するが間もなく恢復しやがて投与前よりもやム

　すぺて第1報と同様である。契験に使用した遮断剤　　　大となる。運動数には著変をみないo増量して5x

に就ての詳細は各項で述べるが，その名称はNicoti－　　10”－sでは運動は一鼠微弱となり，1～2mの後漸次恢

ne　tartrate，（Merck），　Methobromine（山之内），，　　復しやがて振幅はほ黛原状に近く復活し，運動は時に

Vegolyselt－T（大同本製薬），　Pendiomide（Ciba製　　　活1畿となるものがあつた（第1図）。　而して時に投与

品提供）の4種である。　　　　　　　　　　　　　　時に一過性の充奮現象を見ることもある（第2図）。

　　　　　　実験成績　　　　　　　　　　 10－’・L以上の濃度ではこの傾向が更に強くなるが，5X

　　　　Ni、。tine　　　　　　　1°“’tlC於ても遡欄L・を」己ること臆かつた・

　Nicotineの子宮作用に就ては多数の報告があるが，　　　　2）　Acetylcholine効果に及ぼすNicotineの

主なものを交献から摘記すると，最初Kehrer②は猫　　　　　影響

易1出子宮に於て観察し・不妊子営では初期抑制に次ぐ　　　Nicotine影響下のAcetylcholineのrF用態度を見
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（卜痔｛リ其6s）

（＿ヒ音貿子’呂つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

　　　　　　　　　　↑1：Nicutine　5×10－5　　　↑’　2：Adrenaline］O　i

第1図　　Adrenaline作用に及ぼすNIcotineの影響

（時標6s）

（上音5了一’宮）　ti：NiCOtine　5xIO－．」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑．，1sXce［x，lchu！itie　lo　s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑：’t：．4ycetyleh（」ltne　10－7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓1：Nicいtine　1〔；一’；

第2図　　Acetylcholine　fノ［サllに及ぼすNiじotineの影’響

（時漂6s）

（上部子宮）　↑1：ACetylchottne　IU－s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓2：Nicotine　5×10－5　　　　↑：．：：Acetylcholine　10　s

第3図　　Nicotine作…用に及ぼすAcetylchulineの影響

（時標6s）

（上部子宮）↑1：Acetylcholine　lO－s　　　　　　　　　　↑3：Acetylcholine　10－s
　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Nicotine　10－4　　　　　　　　　　　　　　↓a、：Nicotine　10－4

第4図　Nicotine作用に及ぼすAcetylcholineの影響



220－（220）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第9巻第1号

（時標6s）

　　　　　↑1：Nicりtille　5　x　jO－’1　　　　　　　　　　　　↑2：　Pilocarpine　10－7

第5図　　PilocarPine作用に及ぼすNicotineの影響

（時標6s）

（下部子宮）　　↑1；Pilocarpine　lO’冒7　　　　　　　　　　↑，1：Nicotiue　10－↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Nicotine　5×10－　「）

　　　　　　　第6図　　Nicotine作用に及ぼすPilocarpineの影響

（時標6s）

（中部子宮）　　↑1：Aしropine　IU　6　　↑2：Nicutlne　5　x　10－」　　　↑：一｝：Atropine　10－4

　　　　　　　　　　第7図　　　Nicotine作用に及ぼすAtropineの影響

（時標6s）

（上部子宮）　↑1：Atropine　lu－↓　↑2：Nicotine　10　－L

　第8図　　　Nicotine作用に及ぼすAtropineの影響
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ると，Nicotine　sx10－sを与え下降ll｝1線がやΣ恢復　　　　　5）　Adrena正ine作用に及ぼすNicotineの影響

して来た時期にAch　10『oを与えても作用はないが，　　　先ずNicotineの作用下に於けるAdrの効渠を検討

10－sでは運動究進を来すものN，単独時と比べて極　　するため，Nicotine　’4　×　10－・S～5×10－「・の前処置後，単

めて僅か乍ら減弱される傾向が．見られる。又同様の前　　　独では殆どf乍用をもたぬAdrの10』Pを与えてみると，

処置でNicotineのf！F用に初期の一一過性運動充・進を見　　　之によつて振幅は半減するを見た（第1Q図）。而して

る場含もAch　lo－sの作用には僅少の訂1姻弓が見られ　　　同様の前処置後のAdr　10－・sではほゴ廻動停ILを来し

るのみでAch　10－－7では強い収縮［lll線を呈した（第　　　た（簾1図）。前処鷹のNicotineの濃度が10－・1に増

2図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」詮されるとAdr　1〔｝『－t）に，より夏1に弾更い抑f岡な来した。

　次いで・Ach前処b！，ilのNicutine作用を見る為10－s　　　次いで，　Adrの作用下にNicotineが如何なる態度

Achの前処概後，　Nicotine　5×105～10－↓を与える　　　をとるかを児るため予めAdr　10－sにより抑制を愛け

と，単独時に比して縛変を認めないが，之に蒋び同濃　　　た子宮にNicotine　5×10’「・　A・IO－”t・を適用するに，単

度のAchを与えてみた処，初圓時と比ぺtその充進　　　独時とほ冥同様の下降Ili1線を【【ミし著変な見翫いが，之

作用はや玉減弱されるのみで，作用態度に著変はなか　　　に同濃度のAclrを111二び与えると，．－1；述の如く，更に

つた（第3図，銘4図）。　　　　　　　　　　　　　　　隙い抑制が起り，而もこの後処置のAdr　jll：が荊処置

　　3）Pil。。a，pine綿に及1．tiすNi，。ti。eの影響　のAd・の糧慨欄轡［Lせt’耽例観ら批

Ni・。ti・・作∫rR・於けるPil。ca，pi。，の作用徽を　㈱1／図）・

見ると、　Ni・。ti。，5。・・一・㈱5図）及び・・一・のnii　皇　1ちAd「e・alin獄りNic°tineの欄附蹴・

処罠の後Pilocarpine　10－7を適用するにその巡動充　　　影響を受けないが・Adrの子宮抑llil」作用はNicotine

進作用に何らの変化を認蹟かつte。叉逆にPiU但　によ蝋弓猷さ泌・

により強い収縮Illl線を描いたものに5×10－5及び104　　　　小括2以上の結梁を要約すると，　Nicotineは予宮に

（第6図）を与えるに下降曲線は目重独時とほs・同様で　　　対しては二相性に1亟功く。即ち少量では一過性に運動を

あった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抑制させ，中等錆では初期に振1臨縮小，運動経慢な来

　以上の成縫から見てNicotineとPi1とはほ黛無関　　　すが，後にはむしろ，’1二齋作IHを呈して運動な活綴な

係のものと思はれる。　　　　　　　　　　　　　　　らしめる。又大騒：では初期の運動揖用ilが強いが，運動

　　4）At・・pi。，の作用t・及ぼすNi、。tin，の欄　　例・観ること臆かつた・而して他の薬物との隔

A・r・pin・は・蜘・対し，鰍度で剛1制し，離　をみると・A・h・Pilとの間には織なfF聴1隙見

度では旛せしめるが，　Ni、。・i。eの影響下燃てA、r　られなかつtcが・At・。pine　Vt　Ni・・tineの1剛欄

の㈱醐触る変化蝿するカ、醐察した．．Ni，。．　鰍肌・且つその燃ド髄抑制するも゜xようで

・i・・5…一・を械棺の鋤が振鰍少蛛した　ある・又Ad・との［1｛1には・Ad「の子割1瀞臆

ものにAt・ユ・一・樋用するとt更にま脚蹴少を来　Nic°tineによつて職隷るの観た・

講黙．1鷺鷺畿1箋藷1隈撒　M・舳・・mh・e
する肌ある．At・・0－・Lでも運蝋強を来一9一が謙　 第轍…・ni・m化脅物（TEA）が1…1欄1経1髄断

独時｝・比して槌rF用は減q野され，　A・，4。1・一・・．｝。於　作用鮪すること1及びそのP°1・m・thylene化合物

て始めて緊張上昇を来す。　　　　　　（m・tb・ni・m）で麟数が5叉｝ま6鵬もの｛浦にT’ド

而してAt，前処1鰍のNi，。ti。，“・me見るため，　用が強い・と醐らかに翻・て以剰【］次いで誘導体が

At，1・一・の前処服Ni。。ti。，5。10－r，を勘1する　餓されたカミ・本斉　はその骸的な一つで房1謂C・sの

と詩間の経過と共に濁は瀬し，運動腋を来さ　プ゜ム塩Hexamethylene　6“t「imethylamm°ni”m

ず（第7図），Nicotineを増蚤して10－・Lでも同様で　 dib「omideである。本物質の子宮作用に1昊1する観察は

ある。A、，を縣，して、。・一一　・・の処轍でt、．Ni、。，ine　少く・働に上村⑨が騨一㈲・対す硫酢1耐邑

4×10－・・のf乍用は投与直後の運動抑制並びに運動充進　　　ているのみである。

作用共｝こ減弱される（第8図，第9図）。　　　　　　　　　而して節遮断作用はPentoliniUm塩より少しく

即ちAt・・pi・，はNi、。ti。eの抑制作用をiJ，鰯し，　弱く・目・つ副欄をf’防と鋼諏ている・’搬には

且つ尤奮㈱を抑　｝ljするものと賄される。　　　Meth°b「°mine（之［－i・1内！／i，Lt’．rila）鞭肌た・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、毒鞄狙ξf／E三Jll
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（時標6s）

（中部子宮）　　↑1：Atropine　10－↓　　　　　　　　　　↑ご1：Atropine　2　x　10－’L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Nicotine　IO－　・i

　　　　第9図　　　Nicotine作用に及ぼすAtropineの影響

（時標6s）

（中部子宮）　↑1：Nlcotine　4　x］．O－5　　　　　　　　↑：｝：Nicotine　4　x　10－5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Adrenaline　10－t｝

　　　第10図　　Adrenaline作用に及ぼすNicotineの影響

（中部子宮）　　　↑1：Adrenaline　2×10－s　　　　　　　↑2；Nicotlne　10－’L　　　　　↑：1　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Adrenaline　10－s

　　　　　　　　　　　　第11図　　Nicotine作用に及ぼすAdrenalineの影響

（時標6s）

（上部子宮）　　　　　↑1、：Methobromine　5×10－4　3m

第12図　　　　Methobromineの単独作用
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（時標6s）

（上部子宮）　　t1：Vegolysen　10－f～t2：Vegolysen　IO．5　　t　：”：Vegolysen　10↓

　　　　　　　　第13図　　　　　Vegolysenの単独f乍用

（時標6s）

（上部子宮）　↑1：Acetylcholine　10－s

　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Vegolysen　2×10－4　　　↑3：Acetylcholine　10』s

　　　第14図　Vegolysen　f乍用に及ぼすAcetylcholineの影響

（時標6s）

（下部子宮）　　　↑1：Vegolysen　2　x　10－4　↑2：Acetylcholine　10－s
↑．a：Vegolysen　2　x　10－　・t

第15図　Acety！choline効果に及ぼすVegolysenの影響

（時．標6s）

　　　（上部子宮）　↑1：Pilocarpine　10－7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓2；Vegolysen　10－．1

第16図　Vegolysenの作用に及ぼすPilocarpineの影響
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　木物質の作用は極めて弱く，10－「・以下の濃度では　　　Atr　10－7を与えて振幅の縮小を来した昂〉のに，

作用は認められない。10－1，では抑fl；IJtiF用を呈するが，　　Veglysen　10－1の濃度を適用すると更に振II脚繍｝i

5×10一仰こ於てもその抑制は弱く振llll，｛を僅かに減少せ　　　小する。之に更に同濃度のAtrを追加しても何らの

しめるのみで，運動の停l！を見ることはない（第12　　反応を見ず，Atrを10－oに増施しても岡様であつた

図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第18図）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逆にVegO！ySen　2×10“’1を与えてSJr，｝　llltl｛の縮小を来

　　　　Vegolysen－T　　　　　　　　　　　　　　　　したものにAtr　10了を．ケえると，単独時岡様の抑tlM

　本剤（以下Vegolysen）はMetllobromineと同様　　　が，起り之に同1轟：のVegolysenを追加すれば，更に運

Ctsの誘導体でC6　bitartrate（人’臼1sc製～嚢）である。　　　動は微弱となつた（笛19図）。

前者の作用が前述の如く極めて弱いので，本剤｝こよっ

て・tlの作縢を繍・・と・した・　　‘’，，癬d「enalin醐ll『こ嬬Veg°lysenの

　　1）単独作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　Adrは前述の如くN－Adrと同様抑制的に作Hlする

　1（）”7以下の濃度ではf／1三∫IJはないが，10－G　t／上で｝：L　が，その抑｛1｝II効果｝鼠v・g・1y・enの適lljに，U）lll鰯乃

概ね抑制作用を塁する。即ち10－“｛1では振1嘔1の縮小を　　　蚕反II砥する。即ち，　Vegolysen　10－［をlf．　kて振1隔縮

来し10－「’では更に運動数の減少を見る。10－1では振　　　小を来した標木にAdr　1〔｝－6を投与するとllll線は強い

幅は半減乃菟1んとなり運動は多くは微弱緩慢となる　　　収縮を来し，次いで一過性に運動は微ll5｝緩慢となる

が，時として頻数となるを見る。併し乍ら・少数例に　　　が，その後は却つて活翻111盛となつた（策20図）Q

於ては上記濃度に於て著しい反応を見ぬ場合が紹めら

をみると，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用は多くは減弱され．た。即ち，N－Adr　10’7～工0・・tlに

　　2）Acetylcholine効果に及ぼすVegolysen－T　　　J：り振幅の縮小乃灘緊張の低下を来した擦本に2×

　　　の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　10－一，s　Vegolyscnを与えると振幅はやや縮小するが，

A・h　IO』sの前処1灘より緊張上昇し颯頻数とな　運蝋は却って工書伽する例が多い。　V，g・ly・，・を増

つたもの｝こ2xtO－，t，　Vegり1ysenを与えると・無処1猷　　　量して5xIO…Lに到れば緊張が署しく低下し，運動は

の場合とほN“同様の振幅縮小と運動緩慢を来すが之に　　　微小」il．つ緩優となつた。併し乍ら例外的にはVegoty一

再び同濃度のAchを与えればほ”前処1醗時と同様の　　　senの前処1醗によりN－Adrの抑制作用がtiYl強された

運動完進を来す（第14図）。又10－↓～2×10…’LVego一　　標本もあつた（第21図）。而してVegolysen　IO－・tに

1ysenにより運動減弱を来したものにAch⊥0略を与　　　より運動抑制を来したものにN－－Adr　10－sを与えれ

えると無処置と同様の運動充進を来すが，之にVogo－一　　ぽ，その抑制作用は減弱され，　N－Adrを10－7～10－G

lysenを与えると再び同様の運動減弱を来す（第15　　と増匿するに従い振巾1詫は却つて一過性の著しい増大を

図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見る（第22図）。

　　3）　Pilocarpine作用に及ぼすVegolysen－T　　　　　　7）　Papaverine作用に及ぼすVegolysenの

　　　の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影響

　pi110－s．vlo－7により運動充進を来したものに　　　Papは全ての有効濃度に於て子富の運動を抑制す

Vegolysen　IO｝！Lを与えると運動は億Ψ恢復するが　　　る。従つてPap　10“tを与えて中等度の振幅縮小を来

（第16図）・Pi110一a前処iFf“．ではVegolysen　10　・一　’Lはltll　　したものにVegolysen　10・tを適用しても単独時と同

制作用は見られない。併しVegolysen　5×10－－1では　　様の運動減弱を来し，之に更に同登：のPapを与える

運動停止を来す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　と再び運動抑制を来す（第23図）。而して2xIO－’t

　逆にVego正ysen　10畷により運動仰制をみたもの　　　Vegolysenにょり例外的に僅少の運動抑制を見た標本

にPi110一・9を与えると運動はほL’原状に恢復し，又　　　に於て上述と同量のPaPを投与後Vegolysenを再

Pll　10｝7の後処鷹ではVegolysen投与前よりも却つ　　　投与すれば更に振幅は縮小を来した（第24図）。

て運動は充進した（第17図）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小括：以上の実験成績からみるとVegolysenは低

　　4）Atropine作用に及ぼすVegolysenの影響　　　　濃度（10－T）より高濃度に到る趨予宮に対して【よ抑制
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籍

（時標6s）

　（上部子宮）　↑1：Vegolysen　10　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†2：Pilocarpine　10一7

第17図　PIIocarpine効果に及ぼすVegolysenの影響

（時標6s）

（上部子宮）　　　　　　　4．5m　　　　　　　2．5m　　　　2m
　　　　　　　　　　　↑1：Atropine　10－7↑L）：VegolysenユO－－L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓3：Atropine　10－7

　　　第18図　　Vegolysenの作用に対するAtropineの影響

（時標6s）

（上部子宮）　↑1：Vegolysen　2　x　IO－『1’　　↑2：At【opine　10－7　　　　↑：・1．：Vegolysen　2×10－4

　　　　　　　第19図　　Atropine効果に及ぼすVegolysenの影響

（口寺偶巨6s）

　（上部子宮）　　　　　　5．5m

　　　　　　　　　　　↑1：Vegolysen　10－4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t”：Adrena！ine　10－o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　”

第20図　Adrenaline効果に対するVegolysenの影響
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（中部子宮）　　　↑1：Nor－Adrenaline　10－7　↑2；Vegolysen　2　x　IU－－1

　　　　　　　　第21図　Vegolysen作用に及ぼすNor－Adrenalineの影響

（時標6s）

↑3：Nor－Adrenaline　10－7

（時標6s）

（上部子宮）　　　　　　　　　3・5m　　　　　　3m
　　　　　　　　　　　↑t：Vegolysen　10－i　　　　　　　　↑：：：NtDr－Adrenaline　10－7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑L，：Nor－Adrenaline　10－s　　　　　　↑4：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nor－Adrenaline　10－6

　　　　　第22図　Nor－Adrenaline効果に及ぼすVegolysenの影響

（時標6s）

（上部子宮）　　　　　　4．5m　　　　　　　　　　　　　　　　3川
　　　　　　　　↑1：Papaverine　10　e　　　　　　　　　　　　　　↑：：：Papaverine　10｝c・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Vegolysen　10－4

　　　　第23図　Vegolysen作用に対するPapaverineの影響

（時標6s）

（上部子宮）　　　　　　　　　　　　　　　　　4tn
　　　　　　　　↑1：Vego】ysen　2×10－4　　　　　　　　　　↑3：Vegolysen　2×10－4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Papaverine　10－1t；

　　第24図　Papaverine作用に及ぼすVegolysenの影響



1960，　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　227－（227）

（時標6s）

（上部子宮）　　↑1：Pendiomide　5×10－↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Nor－Adrenalineユ0一了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑：1：Nor－Adrenaline　10－6

　　　　　第25図　Pendiomideの作用に及ぼすNor－Adrenalineの影響

（時標6s）

　　　　（下部子宮）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑1：Pendiornide　10－s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑L，：Nor－Adrenaline　10一乏｝

第26図　　　Nor－Adrenaline効果に及ぼすPendiomineの影響

（時標6s）

（上部子宮）　　　　　　　　　　　　　6・n
　　　　　　　　↑1：Pendiomide　10－8　　　　　　　　↓．n：Pendiomide　10一s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑2：Not－AdrenalineユO’7　↑．1：Nor－Adrena】ine　10－6

　第27図　　　Nor－Adrenaline効果に及ぼすPendi。mideの影響



　　228－（228）　　　　　　　　　　　　信州医；誌第9巻第・塚
1勺にf　言肌・1°一’曾・方奄てその働を停．・1・・trしめる．　…d・・mid・5・1・一・の甫1∫燭では前述の如く鮪1｛1

肌てAcb・Pilとの関係から晃ると・瀦の運齪　で痂｝・拘ら一9・，　N－－Adrの抑1酢∫1］齢槻は漁

　進効果には特異な影響は見られず，又Atrとは相加　　　い（第25図）。

的酢肌た・　　　　　　　　又逆に，N－・Ad，の前処蹴P。ndi。mid，のダ，、雛
　　Ad「・　N－Ad・と醐係でlllt・V・g・1・・e・は瀦の抑　セ土犠な影鞭禍なかつた（第27図）。

　制作用を明らかに1成弱，乃至は逆転せしめた。叉Pap

　の抑制作用に対してほx’相加的であつた。　　　　　　　　　3）　Pilocarpine・Acetylcholineの作用に及

　　叉前述のMethobromineとその子宮に対する抑　　　　　　ぽすPendiomideの影響

　制作用の強度を比較すると，ほv10～50倍の兼をもっ　　　　Pi1及びAch作用に及ぼす影響を観察した。即ち

　ものと見倣される。　　　　　　　　　　　　　　　　PenCliomide　10－sを適∫1】した後，運動フt進作用をr難と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するPil　lo”7，　Ach　lo－“7を夫々投与したが，耶独

　　　　　Pendiomide　　　　　　　　　　　　　　　時と異ることなく夫々緊張上Ptll［1線を示し・た。

　　靴合卿P・nt・m・th・n’・m化勧の・1・・間のCH・）　蟻・以．h・磁・｛か睨て，　P・ndi・mid・闘ll肝

　の代りに陶甲『CHnの入つたものでN・N。　N・N・　　　宮に対して10－一一S，～5　x　10－一・tの濃度範囲では将別なf’1三

3’pentamethyl－－N・N－di・thyl・3－aza－p・ntyl・n－1・　∫llをも煉い．　Ol・し乍らN－Adrとの闘｛納みると，

5－cli・mm・・i・m　dib・・mid・tsる化’銘と下記の嶺量　N－Adrの・階運醐」｛　llf・剛はPend1。mid，によO　PY」

武鮪する馳織1であ・，・　　　　　　肋繊弱され濠た一時・により逆に遡蹴進1・ド川が

　　　　C2H5　　　　　　　　　CH，t　　　　　見られるo即Lら，N・・Adrのltl】制作用を遮断L．て抑制作

・・試一CH，c・，．・．C。，C。，．丸、uEI轟　脳鰯或い髄1・せ・め…を厭．叉Pi1，

　　　　ど設　6。n　己津　　Achとは知瞬醐係であつた・

　捌出子宮に対する観察はないが，Mayer⑩は臨｝休的

に使肌て，交感ネ帷聴断斉唖たる本熟好宮収縮作　　　　繍並びに搬

1髄職して頒所麟間纐紺酋すると述べている・　湘よ榊・方奄て購断剤と呼燃る，，，の薬剤

　　1）　単独作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　の〕二宮作用を観察し，その結果を各項に於て記述し

　Pendiomideの10・vは何れの部位にも作lllは認め　　　た。その威績をこx　V：要約すると・Nicotineは作用態

られない。10－sでも無作用のもの，極めて縣度の振　　　度が二相性であつて・少盤では一過性抑制を畢し・中

幅厭妹すもの誠いは側・を来すもの漏つて，　綿以上では初棚燃・次いで姻糊観する・　’i’lli

・O－7，ユ・－6，10－sと職しても同様の傾1触来し，　して他の薬物との関係か硯ると・A・h・Pilのf棚

5　×　10－・t・の高濃度でも極めて軽度の緊張下降を見るの　　　を抑制しない。又AtrはNicotineの初期抑制作用

みであつた（第25図）。即ち，．ヒ部8伽L幡rl　5例，　を翻し・且つその充奮1禰翻ll1制する・5L　Ad・の

下部5例の観察例では・・一・－v5・10－一…の膿翻で　棺聯lf乍芦目を嚇する・

耀む一・きf糊臆かつた。　　　　　　伽動物子騨於けるNi・・ti・・の欄はK・h・er②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が不妊猫捌出『r・宮セ切∫奄て初期抑制に次ぐ充密作用を見

　　2）N°「”Adre・・li・e㈱tr・及ぼすP・ndi・mid・　て居りt次VでOk。m。t。④が犬，猫獅等の易　出

　　　の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子宮に於ても，N，　Ogata⑥，下井⑥が認めた如く，

　Pendiornideの前処羅によりN－・Adrの作用に如何　　　著者の成績もこれらとet　se一致した。

なる影響を及ぼすかを観察した。先づPendiomide　　　Coの代喪的薬物たるMethobromineは豚子宮に対

10－Dの適用後では，N－－Adr　2×10－sは一過性の抑制　　　して極めて作用が弱く，10－d～5　x　10－4の高濃度に

後原状醸り・N－AdrユO一Tは明らかな抑制を来す　於ても轍な据｝il作用を示すのみであつた。従つて

がその備は単踏と変化がt：・・が・P・ndi・mid・　bit・・t・a・・たるV，g。1ysen－TによりC，1のf・F用を観

1°－8の前媚後は上・中・下共セ・N－Ad…一・の抑　察した．肌てf乍刷鍍はM，thQb，。min。1砒して

制綿醗肌ないか詩にや・繍鰍を来すもの　高いカ：，　・f’F用徽はほ胴撫婦より燃。到る迄

あり・N－－Ad「の1°－6はむしろ勘のlmncを糺詩　抑fl；ll的e・綿して蝿で腿動鱒11，せしめた．肌

に強曝張上昇観た（26図）・P・ndi・mid・の糠　てA・h，　Pilの1柵蜘・欄瓶量のV。g。ly，en

上昇につれてN“Ad・の獺fF蹴更に翻され，　1・・より鋼・Uされるが誠績の示蜘く，何れも遮断
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しない。叉Atropineとは同方llllに働くが，その作用　　てその作用強度はVegolysen－Tが最も撒く，Pendio一

態度は相加的である。併し乍らAdrの抑制効果は　　　mide，　Methobromineが之に次ぐ。

Vegolysenにより減弱され，乃至は反転される。又，　　　　3・・Nicotine作用に対し，　Acetylcholine，　Piloca－

NhAdrの抑制効果も同；1栄であつた。　Papの態度には　　　rpineは影響を与えないがAtropineはNicQt癒e

著変を与えなかつた。　　　J　　　　　　　　　　　　　の完鞭作用を抑lliljし，　Adrenaline，　Nor－Adrenaline

　PendiomideはCi，に属する1！｝彗剤であるが，作用強　　　の子’ll輪駆動抑制効果｝叡Nicotineにより減弱叉は反転

度はC‘s同様に弱く，5×10－4の高濃度に於て軽度の、　される。

運動抑制を見るのみであった。而してPil，　Achの作　　　　4・Vegolysen－－Tも同様にAcety！coline，　Pilo一

用態度｝こは児るべき影響を与えていない。　　　　　1　carpine効果を遮断L．ないが，　Adrenaline，　Ner・一

　併し乍ら，N－Adrとの関係に於てはPendlomide　　Adrenaline効果を減弱乃／1三反松せしめる。

の作用下にあつては，N・・Aclrの抑制作用1霊余く遮断　　　　5，　PendiomideはNor－－Adrenalineの抑制効果

され，かXる態度は作月」発境を見ない濃度に於ても薯　　　を全く遮断する⑪

明であつた。

・・…ら⑪劇蜥撫1随・！團‘…頒して，A・h　本激。要旨。…総第21圓（㈱，2・，瑚）及

と化学構造が類似するものと然らざるものとに2大別　　び第23回（33年10月）長野県婦人科医｛穿に於て発糞

した。著幾の使用した薬物はすべて前蒋に屈して，し　　　した。

かもNicotineはDepc）larizing　Blockadeとよばれ　　　欄筆するに際し御指導，御鞍閲な賜つた恩lil㈱ll¶三

盈鑑濃1雛！認激総潔；藻蹴羅1讐難ll鞭1謙
群に二属している。Vegolysenが，　Adrenaline，　Nor　　営聡殺場の各位1，叢びに実験を援助されたIlf木lill博博

一・
`drenalineの抑制作川を減弱乃！／E－，阻ll：することは　　　　i・矢沢きみ氏に潔還1の1謝1意を爽するo

金内⑫も観察しているが，瀦のNl・。ti・eに於ける

実験では前二者の抑制f’ド用を去［1つて増強している点は　　　　　　　　　文　　献

か鮒類に醐するかとも考えられるが・詳継つ　①篠崎、イ訓鴎，9、2・・，　ICJ6・。②1〈，h，，，・

いては轍の検討麟ちたい・　　　　　Arch，　f．　G，。．rl、．　81，、6・，・9・7．⑨S。、im。・。・

　　　　　　結論　　幽　　　A「ch・expe「・Path・Pha「mak°1∴74：2乳1913’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④Ol〈amoto　：Acta　Scholae　medlcin。　Univ。1rnper，

　4種の自律神経遮断剤Nicotine，　Methobromine，’　　in　Kioto，2：315，1918，　　⑤松村：東京陵学会雑

Vegolysen－T，　PendiQmideを使用して易11出豚子宮に　　　認，33：764，　i919．　　⑥09ata：」，　Phara）acol・＆

対する作用を観察し，併せてその作用機序を検討し　　Exp．　Therap・バ8：185，1921．　⑦Holste：Arch・

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exper，　Path．　PharmakoL，101：36，1924，　　③下

　1・NicQtineは少鍛では一過性の抑制作用を呆し，　　Jl二：近畿婦人科，8：369，　1925・　　⑨上村：医学研

中等景以上では初期抑制の後充奮1／F用を示す。　　　　究，26：4，1956・　　⑩Mayer：Press・m邑d・，60：

　W，2．Methobromine，　Vegolysen－T，　Pendiomide　　1493，1952，　　⑭Paton　et　al；Brit．　J．　Pharrna一

は有効量にて何れも子宮運動を抑制する。就中，Ve－　　co1．，6：115，工95L　　＠金内：i三1藁理誌，51：497，，

golysen－・Tは大燈に於て運動を停止せしめる。而し　　　1955．


